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1．東京オリンピックと私

　日本時間の 2013年 9月 8日午前 5時ごろ，
2020年に実施される夏季オリンピック競技大
会の開催地が東京に決定した。この日は 9月 6

日から三日間の予定で開催されていた日本学生
陸上競技対校選手権大会（通称，日本インカ
レ）の最終日であった。なお，日本インカレの
会場は，1964年の東京オリンピックで開会式
の会場となった国立競技場であった。霞ヶ丘ま
で日帰りで出張していた私は，つくばの自宅で
決定の瞬間を迎えた。あの瞬間の感激は，今で
も鮮明に覚えている。あの瞬間から，若い競技
者たちは，東京オリンピックに選手として参加
することを夢見たであろう。また，競技者以外
の立場にある人間も，コーチとしてオリンピッ
クに関わるなど，何かしらの形でオリンピック
に関わりたいと思いを馳せたのではないだろう
か。私も例外ではなく，兎にも角にも英会話の
勉強を始めようと心に誓った。しかし，東京オ
リンピックでは，連盟の強化担当者としてオリ
ンピックに携わることも，コーチとして自身が
コーチングを担当する選手を輩出することもで

きなかった。特に，後者については，大学の陸
上競技部でコーチングを担当する者として，忸
怩たる思いであった。
　一方で，本学陸上競技部の OBからは，戸邉
直人選手（日本航空），および衛藤昴選手（AGF）
が男子走高跳に，山下潤選手（全日空）が男子
200mに出場した。特に，戸邉選手は，日本人
として 49年ぶりに予選を突破して決勝に進出
した。惜しくも決勝において入賞を果たすこと
はできなかったが，日本の走高跳にとって価値
ある一歩を踏み出した。予選では，戸邉選手を
含めて 16名の選手が 2m25cmをクリアし，決
勝進出が自動的に決まる上位 12名に入るには，
2m28cmを 1回目にクリアすることが求められ
るなかで，しっかりと 2m28cmを 1回目でク
リアした。さすがと言うべきであろう。走高跳
と棒高跳は，その跳躍において目標となるパ
フォーマンスがバーとして設定されており，目
標が有形物として目視できる点で陸上競技のな
かでも珍しい。このような特徴により，プレッ
シャーのかかる試技において冷静に競技するこ
とは極めて困難である。ましてや，母国開催の
オリンピックにおいて，あのバーさえ跳び越え
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れば決勝に進出できると認識した状態におい
て，本人が晒されたプレッシャーの大きさ，そ
の中でも冷静に競技することの困難さは，察
するに余りある。そのような状況において，
2m28cmを一回目でクリアした戸邉選手をみ
て，この人は強い，と心の底から感嘆した。そ
もそも，オリンピックに代表選手として出場す
るためには，高い標準記録や厳しい国内選考会
を勝ち抜く必要がある。見事に出場権を得たと
しても，4年に一度しなかいオリンピックにお
ける順位争いは正に群雄割拠と言える状態であ
る。さらに，それが競技者として二度と迎える
ことのない母国開催のオリンピックとなれば，
失敗と成功との間で一喜一憂する心の振れ幅は
とてつもなく大きいものと容易に推察できる。
東京オリンピックが決まった 2013年時点で競
技者としての活動を一切していなかった私は，
競技者として母国開催のオリンピックを迎える
ことができる世代がうらやましいと感じること
があった。しかし，オリンピックが近づくにつ
れて，その感情は，可哀そうとすら感じるよう
になった。果たして自分は，彼らが晒されてい
るような大きなプレッシャーに打ち勝つことが
できるだろうかと想像すると，母国開催のオリ
ンピックを競技者として迎え，プレッシャーを
真っ正面から受け止めて，一生懸命に競技した
ことだけでも見事であったというべきだろう。
ましてや，未知のウイルスに振り回されて，オ
リンピックの開催が一年延期されたことから，
いろいろと考えることのできる時間も，プレッ
シャーに晒される時間も伸びた。このことを考
慮すると，やはりこの期間を一生懸命に競技し
たことだけでも見事である。 

　連盟の強化担当者として携わることも，コー
チとして自身がコーチングを担当する選手を輩
出することもできなかった東京オリンピックで
あったが，幸いにも，日本国内向けテレビ放映
の陸上競技解説として，オリンピックに携わる
チャンスを得た。テレビ放映の解説としてオリ
ンピックに携わるのは，ロンドンオリンピッ

ク，リオデジャネイロオリンピックに続いて 3

回目であったが，今大会は「コロナ禍」という
未曽有の事態に直面していたため，これまでに
私が経験したオリンピックとは全く異なる大会
であった。表面的なことを挙げれば，アクレ
ディテーションカードを有効にした日から 5日
ごとに PCR検査を受検することを求められた
り，スタッフとの会食も一切なく，宿泊ホテル
のあった麹町は，業務が終わって帰ってくる頃
にはコンビニしか営業しておらず，毎晩一人で
寂しくホテルの部屋でコンビニ弁当を食べたり
したことが挙げられる。加えて，国立競技場に
入場するセキュリティーチェックの前では連
日，オリンピック反対派が活動をしていて，こ
のような姿も，私が体験した過去二回のオリン
ピックでは見ることがなかった。しかも，その
活動のすぐ横で，五輪のモニュメントで記念撮
影をしようとたくさんの人だかりができてい
た。オリンピックを楽しもうとする人と開催に
反対する人とが，すぐ隣にいる光景は異様で
あったし，オリンピック開催の可否について，
日本の世論が真っ二つに割れていることを認識
させられる光景であった。
　日本をさらには世界を真っ二つに分けた議論
の末，新規感染者が 1万人以上確認された第 5

派真っ只中において，オリンピック史上初めて
の無観客で行われたオリンピック。スポーツ文
化の担い手である我々は，このような社会情勢
において開催されたオリンピックから何を学ぶ
べきなのか。この点について，オリンピック期
間中に解説業務に携わりながら，そしてオリン
ピック後にその余韻に浸りながら考えたスポー
ツの価値，競技者が競技することの価値を，本
誌紙面をお借りして考えていきたい。

2．東京オリンピックで感じた苦悩

　東京オリンピックの開幕を 3か月に控えた 4

月下旬，東京など 4都府県に 3回目の緊急事態
宣言が発出された。その後，6月中旬に沖縄県
を除いて緊急事態宣言は解除されるものの，7
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月初旬にはまた東京都に 4度目の緊急事態宣言
が発出された。この時点で，東京オリンピッ
クの開会式まで 2週間であった。このような
混乱の中，メディアが実施する世論調査では，
60％を超える都民がオリンピックの開催に否
定的な印象を持っていることが伝えられ，著名
人のなかからもオリンピックを中止すべきであ
るとのコメントが相次いだ。
　そんななか，白血病から復帰し競泳の日本
代表に内定していた池江璃花子さんに，SNS

を通じて出場を「辞退してほしい」，「（オリン
ピックの開催に対して）反対の声をあげてほし
い」などのコメントが寄せられていることが明
らかになり，話題となった。池江さんは，SNS

を通じて，競技者が置かれた苦しい胸の内を打
ち明けるに至った。そのなかで池江さんが書い
ているように，「今このコロナ禍でオリンピッ
クの中止を求める声が多いことは仕方なく，当
然のこと」であったろう。また，オリンピック
の開幕に先立つ 7月 20日に行われた日本代表
選手団の会見において，日本代表選手団の福井
団長も「様々な意見があることは承知しており
ますが，アスリートが集中できる環境を作って
いくことが選手団の仕事」と述べたように，代
表選手も，日本選手団役員も，オリンピックに
おいて自身が担う役割に迷いが生じていたよう
に感じる。これは，オリンピックを支える側の
我々も同じことであった。そもそも感染を恐れ
るのであれば，自宅にてテレビ観戦をした方が
安全である。しかし，迷ったからと言って，オ
リンピックに携わることをやめるという無責任
な選択をすることも容易ではない。感じること
は多々あれど，誰かがやらなければいけないと
いう使命感のような感情もあった。
　今大会を通じて，感じたことの一つとして，
オリンピックというビックイベントがとてつも
なく多くの人の支えによって，言い換えると多
くの人の仕事によって成立していたことに気づ
いた点を挙げたい。本学陸上競技部の OBも，
尾縣選手団総監督を始め，組織員会メンバー，

陸上競技場での場内アナウンス，スターター，
競技者係や各種審判と多方面で活躍していた。
また，ボランティアとして本大会を支えた本学
学生も多かったものと推察する。さらに，自衛
官の姿もたくさん目にした。セキュリティー
チェック業務は自衛官が担っていたし，表彰式
における国旗の掲揚も自衛官が担っていた。加
えて，メディアとして仕事をしている方々も大
勢いた。ペン記者と呼ばれる新聞や雑誌の記者
から，映像メディアの関係者まで世界各国から
集結していた。無観客で開催したことで不要に
なった業務もあったものと推察されるが，コロ
ナ禍で開催されたことによって追加された業務
もあったであろう。多くの人にとってオリン
ピックを支える動機になったものは，オリン
ピックが開催するに値する，つまり多くの人に
観てもらいたいイベントだからに他ならない。
そして，いつしか，無観客で開催されていたこ
とから，会場にいる人間はすべてオリンピック
を支える人間であることに気が付いた。そこか
ら，お互いに労をねぎらう言葉をかけるなどし
て，一体感が醸成されていったように感じる。
これらのことも，コロナ禍における特異的な使
命感を共有した仲間同士だからこそ感じたこと
で，コロナ禍において開催された今大会に特異
的な感情であったといえる。

3．アスリートが競技することの価値

　一方，競技者からは，「コロナ禍にあって，
世界中で多くの人々が大変な困難に直面してい
るなかで，我々のお披露目会を用意していただ
いたことを感謝します」という類のコメントが
見受けられた。オリンピックは競技者にとって
長い準備期間をかけたパフォーマンスのお披露
目会であり，このようなコメントは，新型コロ
ナウイルス蔓延防止に関わる様々な制限のなか
で，競技者の自己実現の場が失われていたこと
を考慮すると，まさに素直なコメントである。
しかし，このコメントには違和感があった。そ
れは，つまり競技者がオリンピックで競技する
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ということは，オリンピックというイベントを
多くの人に楽しんでもらうための役割の一つで
あり，支える側にいた我々は，競技者のお披露
目会を準備するためだけに仕事をしたわけでは
ない。これは，音楽のコンサートと同じである。
コンサートを支える側の人間は，歌手や演奏家
のお披露目会を準備しているのではなくて，音
楽の力，価値を多くの方に伝えて，楽しんでも
らうために仕事をしているのである。
　アスリートが高いパフォーマンスを志向する
ことの動機は，自己目的の達成である。これに
よって，オリンピックをお披露目会と理解して
いたといえる。一方で，別の面としてアスリー
トは公の人格を有している（新井，2019）。ア
スリートという言葉は，その語源が古代ギリシ
アのアスロン athlon（賞品）を賭けて競技する
もの athletesに由来しているとされている（森
川，1987）。これらのことを考慮すると，社会
に対し公の人格として競技している姿をみせる
ことが，社会におけるアスリートの役割の一つ
であると言える。その意味において，当然のこ
とながらアスリートが競技することも，オリン
ピックを観てもらうためになくてはならない役
割である。一方で，公の人格という表現が，抽
象的であることから，アスリートがそれを認識
することが困難なのかもしれない。より身近な
表現に変えるとすれば，次のようになろうか。
たとえアマチュアとして競技するアスリートで
あるとしても，応援してくれる人が必ずいるは
ずである。それは，家族かもしれないし，友
人かもしれない。観客のいなかった今大会で
はあったが，不思議と会場は盛り上がってい
た。それは，観客席にいる人々がチーム関係者
だけであったため，応援する対象を明確に持っ
ていた，しかも，当然のことながら，彼らはそ
の競技のことをよく知っている。このような人
たちが観ていたことが，会場が盛り上がってい
た一つの理由であろう。この構図をイメージす
ると，アスリートは，応援してくれる家族，友
人，チームメイトを楽しませるという公の人格

を有しているといえる。そして，アスリート自
身が公の人格を有していることを認識すること
は，応援してくれる人を楽しませるために日々
精進することを通じて，自身の競技力にもポジ
ティブな影響をもたらす可能性もある。本大会
は，無観客での開催によってパフォーマンスの
低下が心配されたが，陸上競技で 3つの世界新
記録が誕生するなど非常に高いレベルの戦いを
みせてくれた。このことは，観客はいなかった
ものの応援してくれる人（チーム関係者）がス
タンドにいたことも理由かもしれない。スポー
ツ基本計画（スポーツ庁，2017）で述べられて
いるように，家族や友人等が一生懸命応援する
ことでスポーツを「する」人の力になることが
できる。このように考えると，アスリートに
とって，応援してくれる人は不可欠である。一
方で，応援する人も，またアスリートを応援し，
ハラハラ，ドキドキして心を震わせることで，
well-beingになっている。スポーツ基本計画（ス
ポーツ庁，2017）では，スポーツを「みる」こ
とで，極限を追究するアスリートの姿に感動し，
人生に活力が得られると述べられている。この
ように，アスリートを応援することは，応援す
る人の心身の健康にとってポジティブな活動で
あって，アスリートは，応援の対象となって，
応援する人にハラハラ，ドキドキを提供するこ
とで，応援する人を元気にしている可能性もあ
る。
　観る側の役割は，応援すること以外にもがあ
ると考えられる。それは，観る側にとって観や
すい方向へのルール改正の提案である。これま
でにも，観る側からの働きかけによってルール
が改正された例は多々ある。これにより，競技
がより観やすく，応援していてより楽しい方向
に発展する可能性がある。今大会は無観客で行
われたため，オリンピックを観戦する人のすべ
てがメディアを通じて観戦した。メディアを通
じて観ることが当たり前になったことによっ
て，競技場に足を運ぶことができなかった人に
も臨場感に溢れる観戦体験が可能になったこと
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には意味があったといえよう。新型コロナウイ
ルスのパンデミックが収束する兆しが見通せな
いことを考えると，今後，メディアやライブ配
信などを通じて観客を楽しませることができる
ようにルールの改正が行われる可能性は十分に
ある。また，アスリートを応援し，ハラハラ，
ドキドキして心を震わせることで well-beingに
なっていることが実感できるようになれば，一
緒に応援するメディアなどこれまでにないもの
が創出される可能性もあろう。

4．まとめ

　このように考えると，競技する人，観る人，
支える人のどの役割が欠けてもスポーツは成立
しない。これに加えて，お互いの存在によって
相乗効果が期待できるような存在であることも
認識するに至った。これは，まさに，嘉納治五
郎の提唱した自他共栄の精神そのものである。
国民に理解されないようなオリンピックを開催
することの意味を，スポーツ文化の担い手たち
全員が考えるような大会であったからこそ，認

識することのできたアスリートが競技すること
の価値であった。東京オリンピックが終わっ
て，スポーツ庁関連の予算が減少することや，
企業のスポーツやアスリートへ投資が減少する
ことも考えられる。新型コロナウイルスのパン
デミックの収束を見通すことも難しい。このよ
うな難しい時期だからこそ，アスリート，支え
る（伝える）人，応援する人，つまりスポーツ
文化の担い手が自他共栄の精神でまとまり，力
を合わせることで，新しいスポーツの価値を創
造していきたい。そう強く感じた東京オリン
ピックであった。
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